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九州大学交換留学プログラム 

The 21st Century Challenges in Studying Abroad Program（CSP） 

 

留学事後報告書 
 
 
 

 
はじめに読んでください： 

 
※ 九州大学は学生の皆さんの留学経験に関する情報をできるだけ多く集め、今後の留学支援そして広く国際教育交流教育の強化

のために役立てるよう努めています。あなたがこれから記入するこの報告書は本学にとってとても貴重な情報となります。こ

の報告書にはたくさんの記入項目がありますが、あなたの今回の留学経験に該当する項目を頑張って全て記入してください。 

 

※ この報告書によって提出された情報は、他の学生の皆さんの参考情報として九州大学の HP に掲載しますが、あなたの個人情

報保護のため、I、Ⅵ、Ⅷ（項目 No.94 のみ）の情報は HP には掲載しません。 

 

※ 交換留学期間終了後 15 日以内に該当する全項目を記入の上、国際部留学課国際学生交流係の E-mail

（ruygaku@jimu.kyushu-u.ac.jp）に電子データで提出してください。 

 

 
 
 

I. あなた自身について記入してください。（この項目は HP には掲載しません） 

 

1.  氏名：  

2.  学生番号：  

3.  所属学部／学府：  

4.  
E-mail ゕドレス： 

(帰国後にも使用できるもの) 
 

5.  帰国後の住所：  

6.  携帯電話番号：  

7.  帰省先住所：  

8.  帰省先電話番号：  

 
※今後、交換留学を考えている本学の学生から「留学経験者を紹介してほしい」と連絡があった場合、あなたの氏名と E-mail ゕド

レスをその学生に教えてもいいですか？以下に回答をお願いします。 
☒ 教えても良い。 
☐ 教えないでほしい。 

☐ その都度、相談してほしい。 

 

II. あなたの留学に関する基本情報を記入してください。 

 

9.  留学先大学名： ワシントン大学 

10.  留学先所在国： ゕメリカ合衆国 

mailto:ruygaku@jimu.kyushu-u.ac.jp
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11.  
留学先学部名： 

(またはプログラム等の名称) 
A r t  &  S c i e n c e 

12.  留学期間：            2018 年 9 月  ～ 2019 年 6 月 

13.  留学期間中の年次：                3 年次 ～  4 年次 

 
 

III. 今回の留学に向けて行ったビザ申請の手続きについて報告してください。 

 

14.  取得したビザの種類：(例：F-1 ビザ） 

 J-1 ビザ 

15.  ビザの申請先：(例：在福岡米国領事館) 

 在福岡米国領事館 

16.  ビザ申請に要した提出書類： 

 

DS-160 確認ページを印刷したもの、現在有効なパスポートのコピー、証明写真１枚、面接予約確認ページ、各ビザカテゴリの補
足書類（HP にチェックリストあり） 
変更の可能性もある為、

https://jp.usembassy.gov/ja/visas-ja/nonimmigrant-visas-ja/required-documents-checklist-tokyoosakanah
a-ja/required-documents-checklist-sapporofukuoka-ja/を参照して下さい。福岡でビザ申請をする場合は、必要書類を
面接日の１週間前までに郵送する必要があるので注意してください。 

17.  ビザ申請手続きの方法と流れ：(例：オンラン申請、面接予約、〇〇領事館で面接、ビザ郵送) 

 ６月オンラン申請→7 月 25 日在福岡米国領事館にてビザ面接→約一週間後にビザ郵送 

18.  ビザ申請から取得までに要した期間：(例：約 2 か月、3 週間) 

 約２カ月 

19.  ビザ以外に留学先国への入国に要した手続きがあれば報告してください： 

 
DS2019, Sevis 支払い証明書,  

健康保険の被保険者証や残高証明書、留学先の大学から要求されるワクチンの証明書等も念のため持参しました。 

20.  その他、この項目について報告したいことがあれば記入してください。 

 
ビザの取得はとても重要でありかつ時間がかかるものなので、みなさんきっとお忙しいと思いますが、これだけはかなり気を付け

て必ず必要な時期までに取得できるよう早めに取り組んでください。 

 

  

https://jp.usembassy.gov/ja/visas-ja/nonimmigrant-visas-ja/required-documents-checklist-tokyoosakanaha-ja/required-documents-checklist-sapporofukuoka-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/visas-ja/nonimmigrant-visas-ja/required-documents-checklist-tokyoosakanaha-ja/required-documents-checklist-sapporofukuoka-ja/
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IV. 今回の留学にあたり、申請・受給した奨学金等について報告してください。 

 

21.  

奨学金制度への申請： 

(九州大学全学協力事業基金奨学金、日本学生支援機構（JASSO)海外留学支援制度（協定派遣）を除いた、自身で申請し
た奨学金制度の有無。） 

 
☒ 申請した。   

☐ 申請しなかった。 

22.  
項目 21.(上記)への回答が「申請した。」の場合、申請した奨学金制度の名称を全て記入してください： 
(例：第７期トビタテ！留学 JAPAN 世界トップクラス大学コース） 

 

第８期トビタテ！留学 JAPAN 世界トップクラス大学コース 
TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 

渡邊利三奨学金 

 

 

23.  奨学金等の取得： 

 
☒  取得した。   

☐  取得しなかった。 

24.  
項目 23.(上記）への回答が「した。」の場合、その取得した奨学金名を全て記入： 
(例：日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（協定派遣）） 

 TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 

25.  今回、申請・取得した奨学金制度をどのように知ったか報告してください： 

 大学１年生の頃から大学内外で行われる様々な留学に関するベントに参加していたので、その過程で知りました。 

26.  九大基金支援事業「海外留学支援」（海外留学渡航費支援）の助成を得ましたか？ 

 
   ☐ 助成を得た。 

   ☒ 助成を得なかった。 

27.  項目 26 への回答が「助成を得なかった。」の場合、得なかった理由を回答してください。 

 

   ☒ 他から渡航費の援助を受けたため 

   ☐ 「海外留学支援」（渡航費支援）の制度を知らなかったため 
   ☐ その他（                               ） 
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28.  
今回の奨学金制度等への申請にあたり、周囲から受けたサポートなどがあれば報告してください： 
(例：経験者の先輩や友人からゕドバスを受けた、担当の先生や留学関連の事務室に行って相談した、など。) 

 
先輩や友人、先生に添削をお願いし、特に大本命であった奨学金には約１カ月かけて推敲を重ねました。添削を頼む際

は、それぞれの奨学金の異なる理念・要求に通じている、その奨学金の受給者である先輩や友人にお願いしました。 

29.  その他、この項目について報告したいことがあれば記入してください。 

  

 

V. 留学先大学での授業経験や学習サポートついて報告してください。 

 

30.  履修した科目を教えてください：(単位の取得に関わらず、全て列挙。) 

 

Law and Politics of International Human Rights 
Introduction to Women’s Studies 

Communication Strategies 
Special Topic in Rights (disability Justice) 
Human Rights in Latin America 

Introduction to Western Religion 
Human Rights Law in Culture and Practice 
Introduction to Environmental Studies 

Special Topics in International and Global Studies 

31.  授業経験の総合的な感想として、以下の選択肢から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 

 

☐  とても勉強になった。 

☒  勉強になった。 

☐  どちらかというと勉強になった。 

☐  どちらとも言えない。 

☐  どちらかというと勉強にならなかった。 

☐  ほとんど勉強にならなかった。 

☐  全く勉強にならなかった。 

32.  項目 31.(上記)への回答の理由： 

 

  私が最も多く履修した人権に関する科目は、日本ではなかなか提供されていないようなものでもあり、全てとても知的

興奮に満ちた素晴らしい授業でした。一方で、知識を身に付けることを第一の目的とするならば母語で学んだ方がずっと効
率的だと思う科目(私にとっては Introduction to Western Religion)もあったので、よっぽど留学先で学ぶことに特異な
意義がない限り、そのような科目の履修は十分検討した方が良いかと思います。 

33.  履修した授業の中で最も勉強になったと思う科目：(一つだけ記載してください。) 

 Law and Politics of International Human Rights 

34.  項目 33.(上記)への回答の理由： 
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講義、リーデゖング、課題全てにおいて、非常に有意義なものばかりでした。また授業外のベントを Extra Credit（参加

してレポートを提出したりすると加点となる）として紹介してくれ、学ぶ機会をふんだんに与えてくれる授業でした。 

35.  履修した授業の中で最も勉強にならなかった(もしくは最も困難だった)と思う科目：(一つだけ記載してください。) 

 Introduction to Western Religion 

36.  項目 35.(上記)への回答の理由： 

 
元から宗教について基礎的な知識や理解を身に付けたいと思っていたのは事実ですが、専門用語や世界観が非常に特有で授
業内で理解するのがとても難しく、また基礎であれば日本語で十分できそうだというのが正直な感想でした。 

37.  
留学先大学で語学補講などの語学面での支援やサポートを受けましたか？以下の選択肢から最も相応しいものを一つだけ選
んでください： 

 

☐ 受けた。 

☒ あったが特に受けなかった。       

☐ そのような支援体制やサポートがあったか否かわからない。 

☐ そのような支援体制やサポートはなかった。 

38.  項目 37.(上記)への回答が「受けた。」の場合、その支援またはサポートの名称を全て記入してください： 

  

39.  
項目 37.への回答が「受けた。」の場合、その支援やサポート全体に対する感想として、以下の選択肢から最も相応しいもの

を一つだけ選んでください： 

 

☐ とても役に立った。 

☐ 役に立った。 

☐ どちらかというと役に立った。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ どちらかというと役に立たたなかった。 

☐ ほとんど役に立たなかった。 

☐ 全く役に立たなかった。 

40.  項目 39.(上記)への回答の理由： 

  

41.  
留学先大学で、語学面以外の学習支援を受けましたか？(例：大学院生や上級生によるチューター・プログラムなど) 以下の
選択肢から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 
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☑ 受けた。 

☐ あったが特に受けなかった。       

☐ そのような支援体制やサポートがあったか否かわからない。 

☐ そのような支援体制やサポートはなかった。 

42.  項目 41.(上記)への回答が「受けた。」の場合、その支援またはサポートの名称を全て記入してください： 

 Writing Center 

43.  
項目 41.への回答が「受けた。」の場合、その支援やサポート全体に対する感想として、以下の選択肢から最も相応しいもの
を一つだけ選んでください： 

 

☐ とても役に立った。 

☒ 役に立った。 

☐ どちらかというと役に立った。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ どちらかというと役に立たたなかった。 

☐ ほとんど役に立たなかった。 

☐ 全く役に立たなかった。 

44.  項目 43.(上記)への回答の理由： 

 

授業の課題や試験ではなくペーパーを課されることが多かったため、この Writing Center はよく利用していましたが、回
数を重ねるにつれ、自身の準備や利用の仕方によってこのサービスの有用性は変わってくると思いました。最初は何もわか
らないまま行って何を得たかわからないまま帰っていましたが（笑）、どこをどう見てどんなゕドバスをしてほしいのか、

どこがどう不安なのか、自分が何をどう書きたいのかなど、きちんと伝えることによって自分が欲しいサポートを得られま
す。 
また、Writing Center に OK だと思うよ！と言われたからといって必ずしも授業の先生から良い成績を頂けるわけでもな

かったため、やはり最も大事なのは授業の理解や先生に直接相談することかと思います。 

45.  上記の他、留学先大学が提供してくれた学習支援・環境等について、報告したいことがあれば記入してください。 

 
大学にもよるかと思いますが、非常に多様な学習支援サービスがあるため、自分が必要とするときに備えて、まずはそれら
の存在を知っておくことがとても大事だと思います。日頃からそういったものの情報リソース（大学からのメールマガジン
等）に気をつけたり、友人と情報をシェゕしたりするといいでしょう。 

46.  あなたが留学先大学に特に提供して欲しかった学習支援などがあれば、記入してください。 

 特にありません。 

47.  
交換留学先としてあなたが今回学んだ大学に対してどのような感想を持ちましたか？以下の選択肢から最も相応しいものを
一つだけ選んでください： 
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☒ とても良い大学だと思う。 

☐ 良い大学だと思う。 

☐ どちらかと言うと良い大学だと思う。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ どちらかというと良い大学とは思わない。 

☐ 良い大学ではないと思う。 

☐ 絶対に良い大学ではない。 

48.  その他、この項目について報告したいことがあれば記入してください。 

 

ワシントン大学が位置するシゕトル自体、とてもンターナショナルな街なので、多様性や異文化への理解も深く、

また留学生への支援、コミュニテゖ等非常に充実しています。教育や教員のレベルも高く、大変ではあるものの学ぶ

ことを楽しむことができました。 

 

VI. 留学先でのあなたの健康と安全・防犯について報告してください。 
（この項目は HP には掲載しません） 

 

49.  
留学先大学で新入留学生向けのオリエンテーションに参加しましたか？以下の選択肢から最も相応しいものを一つだけ選
んでください： 

 

☐ オリエンテーションに参加した。 

☐ オリエンテーションには参加しなかった。 

☐ オリエンテーションがあったか否かわからない。 

☐ オリエンテーションはなかった。 

50.  
項目 49.(上記)への回答が「オリエンテーションに参加した。」の場合、そのオリエンテーションで、学内・学外での学生
生活における健康や安全・防犯に関するゕドバスや資料などが提供されましたか？以下の選択肢から最も相応しいものを

一つだけ選んでください： 

 

☐ しっかり提供された。 

☐ ある程度提供された。 

☐ どちらとも言えない・覚えていない。 

☐ あまり提供されなかった。 

☐ 全く提供されなかった。 

51.  留学先で、学内・学外に関わらず病気や怪我をしましたか： 

 
☐ した。       

☐ しなかった。 

52.  項目 51.(上記)への回答が「した。」の場合、差し支えなければその病気や怪我の状況を報告してください： 
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53.  
項目 51.への回答が「した。」の場合、それに対処するために留学先大学が提供する支援を活用しましたか？以下の選択肢
から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 

 

☐ 支援があったので活用した。   

☐ 支援はあったが特に活用しなかった。 

☐ 支援があったか否かわからない。 

☐ 支援はなかった。 

54.  

項目 53.(上記)への回答が「支援があったので活用した。」の場合、その支援内容を説明してください： 

(例：大学内にあるキャンパスクリニック（九大のキャンパスラフ・健康支援センターのような施設）に行った、大学の
留学生課が近くの病院・クリニックを紹介してくれた、など)。 

  

55.  
項目 53.への回答が「支援があったので活用した。」以外の場合、それにどの様に対処したか、差し支えなければ報告して
ください： 

  

56.  
項目 51.への回答が「した。」の場合、大学内にあるキャンパスクリニック（九大のキャンパスラフ・健康支援センタ

ーのような施設）以外の学外の病院に行きましたか？ 

 
 ☐ 行った。 
 ☐ 行かなかった。 

57.  項目 56.への回答が「行った。」場合、学研災付帯 海外留学保険（付帯海学）を使用しましたか？ 

 
 ☐ 使用した。 
 ☐ 使用しなかった。 

58.  
項目 57.への回答が「使用した。」場合、病院等で診察した後にどのような保険の手続きを行ったか、報告してください。
（差し支えない範囲で結構です。） 

  

59.  
項目 57.への回答が「使用しなかった。」場合、別の保険を使用しましたか？ 
使用した場合は、その保険についても併せて報告してください。 
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 ☐ 別の保険は使用しなかった。 

 ☐ 別の保険を使用した。 

   ・保険名：(                                ) 

・保険料：(                 円 ) 

・どうしてその保険に加入しましたか？ 

☐ 留学先大学からの指示があったため。 

      ☐ 保護者（等）から勧められたため 

      ☐ その他（具体的に：                        ） 

60.  
留学先で、精神的に落ち込んだりつらい思いをしたりした時期がありますか？ 

(例：ホームシック、不眠症、過度の緊張やストレス、ふさぎ込み、など) 

 
☐ ある。       

☐ ない。 

61.  項目 60.(上記)への回答が「ある。」の場合、差し支えなければその時の状況を報告してください： 

  

62.  
項目 60.への回答が「ある。」の場合、それに対処するために留学先大学が提供する支援を活用しましたか？以下の選択肢

から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 

 

☐ 支援があったので活用した。   

☐ 支援はあったが特に活用しなかった。 

☐ 支援があったか否かわからない。 

☐ 支援はなかった。 

63.  
項目 62.(上記)への回答が「支援があったので活用した。」の場合、その支援内容を説明してください： 
(例：キャンパス・カウンセリングを受けた、大学の留学生課などが良い相談先を紹介してくれた、授業担当の先生などが
相談に乗ってくれた、など)。 

  

64.  
項目 62.への回答が「支援があったので活用した。」以外の場合、それにどの様に対処したか、差し支えなければ支障がな
い範囲で報告してください： 

  

65.  留学先で身の危険にさらされたり、身の危険を感じたりしたことがありますか？：（人為的なものや自然災害を含む） 

 
☐ ある。       

☐ ない。 

66.  項目 63.(上記)への回答が「ある。」の場合、差し支えなければその時の状況を支障がない範囲で報告してください： 



Page 10 of 16 

  

67.  
項目 65.への回答が「ある。」の場合、それに対処するために留学先大学が提供する支援を活用しましたか？以下の選択肢

から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 

 

☐ 支援があったので活用した。   

☐ 支援はあったが特に活用しなかった。 

☐ 支援があったか否かわからない。 

☐ 支援はなかった。 

68.  
項目 67.(上記)への回答が「支援があったので活用した。」の場合、その支援内容を説明してください： 
(例：キャンパスの守衛などに助けを求めた、大学の担当窓口もしくは授業担当教員に助けを求めた、大学の SOS 専用番

号に電話したなど) 

  

69.  
項目 67.への回答が「支援があったので活用した。」以外の場合、差し支えなければそれにどの様に対処したか報告してく
ださい： 

  

70.  
上記の他、留学先(学内・外)での健康や安全・防犯に関する経験や、それらに対する留学先大学の取り組みや学生支援に関
して、報告できることがあれば記入してください。 

  

71.  その他、健康と安全・防犯について報告したいことがあれば記入してください。 

  

 

VII. 留学でのあなたの日常生活や生活環境について報告してください。 

 

72.  留学先での住居の種類は何でしたか？以下の選択肢から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 
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☐ 大学の寮(ドミトリー) 

☐ 民間のゕパート  

☐ 民間の借家 

☒ ホームステ 

☐ その他（記入してください：               ） 

73.  留学先での住居の住所：（部屋番号は不要） 

 3215, NE 103rd St. Seattle, Washington 

74.  月々の住居費・家賃：（日本円換算で） 

 

 

90,000 円 

75.  住居をどの様に見つけたか、報告してください。 

 

九大からワシントン大学へ留学した先輩方の報告書を読んでいた際に ABODE Homestay
（http://www.abodehomestay.com/jp/）というエージェントを知り、ワシントン大学のページ
（https://www.ielp.uw.edu/housing/homestays/）で見つけた他エージェントとも比較しながら、最終的に価

格・プラン等最も自分に合うと感じた ABODE Homestay を通して申し込みました。 

76.  
留学中のあなたの住居は、これから留学する九大生にお勧めできますか？以下の選択肢から最も相応しいものを一つだけ選
んでください： 

 

☐ 強く勧める。 

☒ 勧める。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ あまり勧めない。 

☐ 全く勧めない。  

77.  項目 76.(上記)への回答の理由： 

 

私のホストフゔミリーはとても優しく思いやりある方々で、ホームステを選んだことは最も良い判断の一つであったと
言っても過言ではなく、９か月間ずっと彼らのお家で暮らしました。しかしエージェントに関して一つだけ言えば、長期

休暇の際に旅行に行っても、１０日以上連続して家を空けない限り家賃を１カ月分丸々払わなければならないという部分
が、恐らく ABODE Homestaty は他エージェントと異なることを、念のため記しておきます。 

78.  留学先でのあなたの月々の生活費はおよそいくらでしたか？（日本円換算） 

 
                   
   

135,000 円 

79.  留学先でのあなたの月々の生活費のおおよその内訳を報告してください：(日本円換算） 

 

 

 住居費(家賃)： 90,000 円 

光熱水費： 0 (家賃に込)円 
通学費： 3,000 円 
食費： 0 (家賃に込)円 
社交費： 20,000 円 
電話代： 0 円 
ンターネット代： 0 (家賃に込)円 
書籍代： 10,000 円 
その他： 12,000 円 

80.  
学費・寮費以外に大学へ納入した費用等があれば、その費目と金額を報告してください： 
（例：International Student Fee、Administration Fee など） 

http://www.abodehomestay.com/jp/
https://www.ielp.uw.edu/housing/homestays/
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費目： 円 

費目： 円 

81.  
日常生活に当たり、日本から持参して良かったと思うもの、持参するべきだったと思うものがあれば報告してください： 
(例：PC や変圧器など) 

 

私はシゕトルに Uwajimaya と呼ばれる大きな日本食スーパーがあると聞いていたので、日本食はほとんど持参しませ

んでした。しかし実際に行ってみると、ほとんどが日本の価格の３倍するため、特にお気に入りの食品やギフトとしての
お菓子などは、スーツケースに余裕のある限り持っていくのもいいかと思います。 
シゕトルは物価が高いため、なるべく必要なものは日本から持参し、現地で買わなくて済むようにしていました。 

その他、持っていくには面倒だがあると良いもの（料理器具やベッドシーツ等）も、ホームステであれば自分で工面す
る必要がないという点で寮よりゕドバンテージがあるので、ホームステをとてもお勧めします。 

82.  
お金の管理や受け取りについて、あなたの留学先で最も適切だと思う方法を教えてください： 

(例：現地での銀行口座開設や海外送金、または日本からクレジットカード持参など） 

 

ゕメリカでは現金よりもクレジットカードでの支払いが主流です。 
私はクレジットカード２枚、デビットカード１枚を持っていき、現地で銀行口座は必要ないと思い開設しませんでした。

実際にクレカ１枚が不正使用の被害にあって利用停止してもらったり、上限に達して使えなくなったりしたことがあった
ため、３枚以上持っていくと安心だと思います。 

83.  
住居を含めて、留学先でのあなたの日常生活の包括的な感想を教えてください。以下の選択肢から最も相応しいものを一つ
だけ選んでください： 

 

☒ とても良かった。 

☐ 総じて良かった。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ あまり良くなかった。 

☐ 全く良くなかった。 

84.  項目 83.(上記）への回答の理由を記入してください。 

 

ホームステには良い悪い含めて様々な経験談がありますし、実際に暮らしてみるまでわからないとは思いますが、私の

経験ではホームステを選んだからこそ、留学生活がより素晴らしくなったと思います。食材の買い物から夕飯の支度ま
でしてくれるため、勉強に集中することができ、また夕食の際には趣味やシゕトルに関するニュース、社会問題まで幅広
い話をしてくれるため、英語の練習にもなり、多くのことを知ることができました。必要だが持っていなかったもの（料

理器具やレンコート等）もいつでも貸してくれたため、わざわざ買って帰国時の荷物が増えることがなかったこともと
ても有難かったなと思います。 

85.  今後、今回あなたが日常生活を送った場所やその周辺に居住する（であろう）九大生に向けて、健康や安全・防犯の面も含

めた日常生活を送る上でのゕドバスや、周辺地域に関して伝えたい情報などがあれば記入してください。 

 

シゕトルは比較的安全な街だと思いますが、もちろん個人の防犯は必要不可欠です。 

一種のタクシーサービスである Uber の利用も増えるかもしれませんが、夜間に一人で乗る際は特に注意が必要です。私
はどうしても夜１人で乗る必要があった場合は、乗車後友人に電話をかけるふりをして、「今 Uber に乗っていて、～分
後に着くからそこで会おうね」と運転手に聞こえるように演技をしていました（笑）友人が私が Uber に乗っていること

を知っていて、指定場所で私を待っていると思えば、襲われたり誘拐したりすることができないからです。やりすぎだと
思うかもしれませんが Uber での事件等もないわけでなく、それほどの警戒心や注意が必要だと思います。 

86.  その他、この項目について報告したいことがあれば記入してください。 
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VIII. 今回の留学と卒業や就職の見通しとの関連について報告してください。 
（No.94 は HP には掲載しません） 

 

87.  留学により卒業または修了が遅れる見込みの有無： 

 

☒ 見込みあり。 

☐ 見込みなし。 

☐ 分からない。 

88.  項目 87.(上記)への回答が「見込みあり。」の場合、遅れる期間：(例：1 学期、1 年、など) 

 １学期又は１年 

89.  項目 87.への回答が「見込みあり。」の場合、遅れる理由： 

 

☐ 4 年次に留学したため。 

☐ 単位が不足するため。 

☒ その他。（理由を記入：  進路選択または選択した進路に進むのに時間を要するため    ） 

90.  卒業／修了を遅らせないために行った配慮や工夫があれば報告してください： 

 

単位に関しては、留学前の３年前期までにほぼ取り終わりました。法学部は３年、４年で本ゼミを履修することが必要で

すが、事前に学生係や教授に相談をし、３年前期と４年後期に２つのゼミ(本ゼミ・サブゼミ)を履修することで要件を満

たす許可を頂いていました。 

91.  進路の予定を教えてください： 

 

☐ 就職： (     年   月 から) 

☐ 大学院進学： (          大学         学府        研究科) 

☒ その他： (明記してください：  検討中ですが、院進学を念頭に置いています。     ) 
 

92.  
項目 91.(上記)の回答が「就職」の場合、就職活動予定時期または就職活動を行った時期（内定している場合）を教えてく
ださい： 

  

93.  
項目 91.の回答が「就職」の場合、予定している就職活動方法または実際に行った就職活動（内定している場合）を教えて

ください： 

  

94.  
項目 91.の回答が「就職」であり就職先が内定している場合、差し支えなければ就職先の名称を教えてください： 
(統計資料として交換留学の広報に活用し、HP には掲載しません。） 

  

95.  
あなたにとって、就職や大学院進学など進路の検討・決定に今回の留学経験がどの程度影響しましたか？以下の選択肢から
最も相応しいものを一つだけ選んでください： 
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☒ とても影響した。 

☐ ある程度影響した。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ あまり影響しなかった。 

☐ 全く影響しなかった。 

96.  項目 95.(上記)の回答の理由を記入してください： 

 
留学中で、九大ではできなかった授業を履修し、自身の関心を心ゆくまで追究することができたため、今後自分が進みた

い分野が確定したことがこの留学の最大の収穫です。 

97.  
項目 91.の回答が「就職」の場合、今回の留学経験がどの程度就職活動に役立っている・役立ったと思いますか？以下の選

択肢から最も相応しいものを一つだけ選んでください： 

 

☐ とても役立っている・役立った。 

☐ ある程役立っている・役立った。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ あまり役立っていない・役立たなかった。 

☐ 全く役立っていない・役立たなかった。 

98.  項目 97.(上記)の回答の理由を記入してください： 

  

99.  
今回の、あなたの留学経験と進路(就職や大学院進学など)の関係について、他の学生に伝えたいメッセージなどがあれば記
入してください。 

  

100.  その他、この項目について報告したいことがあれば記入してください。 

  

 
 
 

IX. 今回の留学経験の全体的な振り返りを報告してください。 

 

101.  
今回の留学経験全体を振り返り、どの程度留学して良かったと思いますか？以下の選択肢から最も相応しいものを一つだけ

選んでください： 

 

☒ 留学して本当に良かった。 

☐ どちらかと言うと留学して良かった。 

☐ どちらとも言えない。 

☐ あまり留学して良かったと思わない。 

☐ 全く留学して良かったと思わない。 
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102.  項目 101.(上記)への回答の理由を記入してください： 

 

留学は私にとって小さい頃からの夢であり、大学入学後からは悲願の目標でした。もちろん困難も多く、頑張りきったと

はいえ悔いが残り今後の課題となることもあります。それでも、知的興奮に満ち、かつかけがえのない友人らと出会い素

敵な思い出を得られた、本当に人生において素晴らしい経験でした。 

103.  
項目 101.の回答に関わらず、今回のあなたの留学経験を(更に)有意義なものにするために、あなた自身が留学先国（地域）、
留学先大学でしておくべきだったと思うことがあれば記入してください。 

 もっと時間や体力に余裕があり、特に興味のあるものがあれば、ンターンをできていたらよかったなあと思います。 

104.  
項目 101.の回答に関わらず、今回のあなたの留学経験を(更に)有意義なものにするために、九州大学にして欲しかったと

思う取り組みや支援があれば記入してください。 

 特にありません。 

105.  
今後、今回のあなたの留学先と同じ大学や地域への留学を希望する九大生たちに向けて、メッセージやゕドバスがあれば

記入してください： 

 

シゕトルはやはり小雨が多く、秋冬は太陽を拝めない日が続くこともありなかなか気分が上がりませんが、春夏になると

見違えるように天気が良く、木々や花が美しく、とても素敵な街になります。雨の日を楽しく過ごす方法を頭に入れてお

くといいですね（気分があがる傘やレンコートとか？？）！ 

106.  
今後、留学先大学や地域に関わらず、海外留学を希望する九大生たちに向けて、メッセージやゕドバスがあれば記入して

ください： 

 

人によってそれぞれ悩みや障壁は異なると思いますが、留学を志す過程自体とても大変だと思います。私自身、学力や英

語力、留学費用や家族の反対など、多くのことにとても悩み、友人や先輩からのサポートを得て夢を実現することができ

ました。人に話を聞いてもらったり同じ道を通った人から話を聞いたりするだけでとても大きな違いがあるため、もし何

かあればぜひ遠慮なくご連絡ください。いつでも相談に乗ります！！ 

107.  
留学準備中・留学中・留学後に役に立つ・役に立ったと思うウェブサト等があれば、そのサト名と URL を、簡潔な理

由を添えて記入してください： 

 

ゕメリカ留学ラボ「私のゕメリカ留学体験談」https://www.ryugaku.ne.jp/blog/entry/id/45 

栄陽子留学研究所「留学のためのブログ」https://www.ryugaku.com/blog/index.html 

Solitaire https://solitaireguru.hatenablog.com/archive/category/%E7%95%99%E5%AD%A6 

 

私はあまりブログを読むタプではありませんでしたが、最初の一学期を終えて留学生活の実感が掴めてきた頃、特にで

きなかったことについてどう改善したらいいか悩み、救いを求めるようにンターネットでブログやゕメリカ留学体験談

を読み漁りました。自分が感じている困難が自分だけのものではないことを知るだけでも心が軽くなりますし、他の人が

どうやって克服したのかを知るのもとても参考になり、特に上記のサトは多様なトピックを含んでいるためお勧めで

す。 

108.  その他、今回の留学経験全体を振り返り、報告したい感想や情報があれば記入してください。 

https://www.ryugaku.ne.jp/blog/entry/id/45
https://www.ryugaku.com/blog/index.html
https://solitaireguru.hatenablog.com/archive/category/%E7%95%99%E5%AD%A6
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簡潔に言って、先輩や友人、先生や留学課の方々からどれだけサポートを頂けるかによって、志望大学への留学や奨学金

の獲得が左右されうると思います。留学を志すこと自体とても大変で体力・気力がいることなので、人に頼ることを難し

く感じる人もいるかもしれませんが、ぜひ一人で抱え込まずに周りを頼ってみることも頭においてください。私もいつで

も力になります！！ 

九州大学交換留学プログラム留学事後報告書の記入事項は以上です。大変お疲れ様でした。 

この報告書の内容に関して質問や相談したいことなどがある場合は、下記の担当者へ連絡してください。 

 

九州大学留学生センター教授 肥後裕輝 

higo.masateru.644@m.kyushu-u.ac.jp 

 

九州大学国際部留学課国際学生交流係  

ryugaku@jimu.kyushu-u.ac.jp 

 

mailto:higo.masateru.644@m.kyushu-u.ac.jp

